
珈　

安
倍
政
権
の
も
と
で
の
公
文
書
の
秘
匿
、
廃
棄
、

そ
し
て
改
ざ
ん
。
こ
ん
な
こ
と
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。

黒
川
東
京
高
検
検
事
長
の
人
事
に
関
連
し
て
は
記
録

（
公
文
書
）さ
え
残
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
事
実
確

認
も
後
日
の
検
証
も
で
き
る
は
ず
が
な
く
、
民
主
主
義

の
崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
毎

日
新
聞
取
材
班
『
公
文
書
危
機　
闇
に
葬
ら
れ
た
記
録
』

（
毎
日
新
聞
出
版
、
１
６
５
０
円
）
が
目
に
入
っ
た
。

　

冒
頭
、
財
務
官
僚
が
「
財
務
省
の
力
の
源
泉
は
何
か
」

と
問
い
、
記
者
の
（
ま
っ
と
う
な
）
答
え
を
否
定
し
て

「
違
い
ま
す
、
記
録
で
す
」
と
言
う
。
そ
う
な
の
だ
。

役
所
に
と
っ
て
記
録
こ
そ
力
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
作

ら
せ
な
か
っ
た
り
、
改
ざ
ん
し
た
り
、
廃
棄
し
た
り
で

は
自
殺
者
が
出
る
の
も
無
理
は
な
い
。
政
治
家
の
責
任

は
無
限
大
だ
。
日
米
関
係
を
重
視
す
る
政
治
家
な
ら
、

せ
め
て
米
国
の
公
文
書
重
視
に
学
ん
で
ほ
し
い
。
鳩
山

友
紀
夫
、
福
田
康
夫
、
前
川
喜
平
、
御
厨
貴
ほ
か
の
人

た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
は
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

玳　

映
画
監
督
の
オ
リ
バ
ー
・
ス
ト
ー
ン
、
ア
メ
リ
カ

ン
大
学
教
授
の
ピ
ー
タ
ー
・
カ
ズ
ニ
ッ
ク
、
元
首
相
の

鳩
山
友
紀
夫
、
鹿
児
島
大
学
教
授
の
木
村
朗
、
４
氏
の

対
談
、
鼎
談
で
構
成
さ
れ
る
Ｏ
・
ス
ト
ー
ン
ほ
か
『
も

う
ひ
と
つ
の
日
米
戦
後
史
』（
詩
想
社
新
書
、
１
１
５

５
円
）
は
、
米
側
２
氏
の
対
米
（
対
日
で
は
な
い
）
批

判
の
厳
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。
原
爆
投
下
の
狙
い
か
ら
、

ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺
の
背
景
、
冷
戦
の
主
役
、
ク
リ
ミ
ア
で

１８６

読　
書　
通　
信

No. 185

の
策
謀
、
イ
ス
ラ
ム
差
別
、
等
々
ま
で
軍
産
複
合
体
、

ネ
オ
コ
ン
、
米
国
政
治
に
対
す
る
告
発
は
論
理
的
で
、

こ
れ
に
反
論
す
る
の
は
容
易
で
な
い
だ
ろ
う
。

　

日
本
人
は
米
国
の
本
当
の
姿
を
ま
る
で
知
ら
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
確
か
に
米
国
と
い
う

国
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
。
安
倍
対
ト
ラ
ン
プ
で
は

役
者
が
違
う
。
本
書
で
米
国
と
い
う
国
を
確
認
す
る
こ

と
は
意
義
深
い
こ
と
だ
。
と
こ
ろ
で
米
側
２
氏
が
評
価

す
る
政
治
家
は
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ォ
レ
ス（
戦
時
中
の
米
副

大
統
領
）と
Ｊ
Ｆ
Ｋ
で
あ
る
。
ヒ
ラ
リ
ー
と
ト
ラ
ン
プ

論
（
日
本
側
２
氏
の
評
価
と
の
違
い
も
）
も
興
味
深
い
。

珎　

赤
字
農
家
が
年
商
１
億
円
の
メ
ロ
ン
農
家
と
な
っ

て
い
く
裏
で
の
て
ん
や
わ
ん
や
、
寺
坂
祐
一
『
農
家
は

つ
ら
い
よ
』（
同
文
舘
出
版
、
１
８
７
０
円
）
は
詳
細

か
つ
延
々
と
苦
労
話
が
続
く
。
地
元
農
家
の
閉
鎖
社
会

で
い
び
ら
れ
、
ア
ル
中
の
祖
父
母
や
父
に
ひ
ど
い
目
に

遭
い
、
果
て
は
ハ
ウ
ス
に
除
草
剤
を
ま
か
れ
て
６
６
０

０
玉
が
全
滅
、
倒
産
の
危
機
に
直
面
す
る
。
神
経
を
さ

い
な
ま
れ
、
自
殺
し
か
け
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け

て
救
わ
れ
、
最
後
は
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

立
ち
直
る
ま
で
の
４
６
８
ペ
ー
ジ
、
終
始
、
楽
し
め
た
。

玻　

カ
ラ
ス
の
す
べ
て
を
描
い
た
松
原
始
『
カ
ラ
ス
は

飼
え
る
か
』（
新
潮
社
、
１
５
４
０
円
）
は
痛
快
か
つ

面
白
い
。
一
見
、
賢
そ
う
な
カ
ラ
ス
の
実
力
と
性
格
は

人
類
の
常
識
と
は
ま
る
で
違
う
と
、
カ
ラ
ス
の
専
門
学

者
た
る
著
者
は
カ
ラ
ス
愛
に
あ
ふ
れ
た
研
究
成
果
を
披

露
す
る
。
天
敵
フ
ク
ロ
ウ
か
ら
カ
サ
サ
ギ
、
鷹
、
ド
ー

ド
ー
ま
で
話
は
広
が
り
、
一
貫
し
て
サ
ー
ビ
ス
精
神
満

点
だ
。
さ
て
カ
ラ
ス
は
飼
え
る
か
。
飼
え
る
が
、
著
者

は
飼
わ
な
い
。
な
ぜ
か
が
泣
か
せ
る
。���（
浅
野　
純
次
）
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